
日

本

銀

行

特

別

経

済

月

報

次
に
七
日
炭
鉱
労
働
組
合
全
国
協
議
会
と
日
本
石
炭
鉱
業
聯
盟
と
の
聞
に
賃
銀
交
渉
が
ま
と

ま
り
三
月
以
降
坑
内
夫
日
給
百
十
円
に
引
上
決
定
合
見
た
が
、
之
が
炭
価
放
に
一
般
価
格
に
及

ぼ
す
影
響
は
極
め
て
重
大
な
も
の
を
含
ん
で
い
ゐ
。

三
月
十
二
日
進
駐
軍
内
部
に
於
け
る
ド
ル
挫
軍
諜
と
円
貨
と
の
交
換
比
率
を
従
来
の
一
ド
ル

十
五
円
よ
り
一
挙
に
五
十
円
に
引
上
ぐ
る
旨
公
表
せ
ら
れ
た
が
、
現
在
貿
易
は
進
駐
軍
の
管
理

四
-
四

T
J
に
於
て
為
替
相
場
を
使
用
す
る
こ
と
な
く
決
済
せ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
右
比
ホ
改
定
は
直
接

貿
易
に
関
係
な
き
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
然
し
此
の
如
き
比
率
改
定
を
責
ら
せ
る
原
因
が
結
問

物
価
の
勝
賞
に
外
な
ら
ぬ
事
は
疑
の
余
地
が
な
く
、
此
の
意
味
に
於
て
此
の
措
躍
は
我
国
イ
ン

フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
を
外
部
か
ら
今
吏
の
如
く
我
々
に
明
白
に
意
識
せ
し
め
た
も
の
と
一
五
い

得
ょ
う
。

東
京
卸
売
物
価
指
数
友
東
京
小
売
物
側
指
数
(
公
定
価
格
に
依
る
卸
売
物
価
指
数
は
加
盟
押
術
平
均
、

一昭
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十
年

一

一

一
八

月

一
十

二

月

一

年

平

-
東
京
卸
売
物
価
指
数

一

エ

九九
-L

凶
盟

λ
一

一
(
附
和
八
年
H

一
O
O〉
一

j

一

-

一
束
京
小
先
物
価
指

数

~

留一
一・
ι

合一

L

一
〈
大
正
定
・
七
月

H

一
8
)
一

一

IH 
--aJ17 

u 。l-
1: !Li ~ 

-2--3-|-竺
年|附

_， - 1 ヰ11
・・、 ー主 1_ -・・
:h -. I -
司rL - 1 -1 
四 九 l門ム

ーJ 6__  7_<__ :'..了“

東
京
実
際
物
価
指
数

(何
れ
も
単
純
鉢
術
平
均
と
す
)月

一
咽
和
二
十
ト

-

A
A
.

匹
h
r

-・4i
 

'
4
E
 

月!

d七

一

生

産

財

↑

一
(
昭
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十
、
株
式
市
場
の
活
現

戦
争
中
に
於
け
る
生
産
力
の
破
壊
、
敗
戦
に
伴
う
賠
償
負
担
、

補
償
打
切
り
等
を
反
映
し

て
、
株
式
市
場
は
今
日
迄
新
円
封
鎖
逃
れ
乃
至
は
仲
買
人
の
仕
手
関
係
に
よ
り
一
時
活
況
を
呈

し
た
引
は
あ
っ
た
が
、
株
価
は
概
し
て
物
側
に
比
し
温
か
に
低
位
に
夜
っ
た
。

殊
に
食
業
再
建

幣
備
の
為
め
A
K
'
業
資
肢
の
評
価
が
低
く
見
制
ら
る
べ
く
伝
え
ら
れ
て
以
来、

株
仰
は
全
般
的
に

山味
合
乃
蛮
は
下
押
し
の
気
配
を
示
し
て
来
た
。
然
る
に
一
一一月
中
勾
刷
よ
り
生
政

m強
に
き
し
て

関
係
な
き
巾
業
例
え
ば
百
貨
問
、
興
業
関
係
の
株
式
会
中
心
と
し
て
株
仙
は
強
制
を
黙
し
、
そ

の
勢
侮
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
を
示
し
始
め
た
。
そ
の
主
た
る
叫
曲
は
先
月
以
来
強
行
せ
ら
れ
た

附
取
締
の
為
め
所
間
新
円
所
得
附
級
が
険
物
に
代
え
て
株
式
に
賀
気
を
集
中
し
た
る
事
実
に
存

す
る
と
忠
わ
れ
る
が
、
果
し
て
然
り
と
吃
ば
今
後
に
於
け
司
令
株
式
市
場
の
動
静
は
イ
ン
フ
レ
1

月

況

-
2
・
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otf
o
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十
、
物
価
並
に
賃
銀
の
安
定
方
策
樹
立
の
必
要

一
、
概

況

生
産
の
停
滞
通
貨
の
増
発
は
引
続
き
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
益
R
悪
化
の
傾
向
を
辿
り

つ
L
あ
る
が
、
此
の
悪
条
件
の
最
中
に
於
て
衆
議
院
、
参
議
院
の
両
議
院
宏
始
め
地
方
自
治
体

の
首
長
議
員
の
選
挙
が
相
次
い
で
行
わ
れ
た
。
五
月
一
一
一
日
の
改
正
憲
法
実
施
を
控
え
政
治
的
に

は
必
然
的
な
過
程
で
あ
っ
た
が
、
此
の
間
経
済
再
建
の
為
の
貴
重
な
る
時
聞
が
、
痕
貸
せ
ら
れ
た

事
実
は
之
を
看
過
し
得
な
い
。
凹
月
一
一
一
日
の
極
東
委
員
会
に
於
て
米
国
政
府
は
日
本
賠
償
施
設

の
三
割
を
即
時
取
立
て
東
亜
諸
国
に
分
与
す
べ
き
旨
マ
ツ
カ
l
サ
1
元
帥
に
指
令
せ
る
事
実
を

発
表
し
た
が
、
経
済
界
を
不
明
朗
な
ら
し
め
て
い
た
賠
償
問
題
に
一
応
の
見
遜
し
が
与
え
ら
れ

た
事
は
歓
迎
さ
れ
て
然
る
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。

二
、
産

業

四
月
中
に
於
け
る
石
炭
の
生
産
は
ご
百
九
万
ト
ン
と
目
標
ご
百
二
十
万
ト
ン
に
対
し
十

一
万

ト
ン
の
不
足
を
来
し
た
る
の
み
な
ら
ず
、
前
月
の
実
績
に
比
し
十
七
万
九
千
ト
ン
の
減
少
を
来

た
し
た
。
そ
の
理
由
は
依
然
炭
価
引
上
の
未
決
定
な
る
こ
と
に
も
よ
る
が
、
超
重
点
主
語
の
突

施
に
も
拘
ら
ず
炭
鉱
向
諸
資
材
の
投
入
が
引
続
き
不
円
滑
な
り
し
こ
と
、
打
続
く
選
挙
に
よ
り

労
務
者
の
就
業
日
数
が
減
少
し
た
る
と
と
、
前
月
決
定
し
た
賃
銀
値
上
が
逆
に
労
務
者
の
勤
労

意
慾
を
減
退
せ
し
め
た
る
と
と
、
電
力
事
情
が
余
り
好
転
し
得
な
か
っ
た
と
と
等
に
求
め
ら
れ

る
。
鉄
鋼
部
門
に
対
す
る
配
炭
は
割
当
二
十
万
ト
ン
に
対
し
実
績
十
八
万
ト
ン
に
達
し
、
此
の

為
め
鉄
鋼
の
生
産
は
銑
鉄
回
線
二
万
三
千
ト
ン
に
対
し
実
績
一
万
八
千
ト
シ
、
鋼
材
目
標
四
万

一
千
ト
ン
に
対
し
実
績
三
万
四
千
ト
ン
と
一
応
終
戦
以
来
の
最
良
成
績
を
示
し
た
が
、
そ
の
絶

対
量
よ
り
云
え
ば
問
題
と
な
ら
ぬ
程
僅
少
で
あ
る
。
従
っ
て
石
炭
部
門
に
対
す
る
鋼
材
の
出
荷

も

一
月
以
降
三
月
中
何
迄
の
目
標
額
三
万
ト
ン
が
四
月
末
に
察
り
漸
く
完
了
を
告
げ
た
様
な
状

況
で
、

二
十
二
年
度
一
一
一
千
万
ト
ン
の
石
炭
生
産
目
標
は
所
詮
掛
声
だ
け
に
終
り
そ
う
で
あ
る
。

な
お
四
月
中
決
定
を
見
た
二
十
二
年
度
第

一
四
半
期
の
物
資
需
給
計
画
に
於
て
は
、
石
炭
、

鉄
鋼
を
中
核
と
す
る
超
重
点
主
義
は
依
然
踏
襲
せ
ら
れ
て
お
り
、
重
点
外
・単
業
部
門
に
対
す
る

配
炭
は
二
十

一
年
度
第
四
四
半
期
に
比
し
若
午
緩
和
を
見
た
と
は
云
え
、
-
本
お
相
当
圧
縮
せ
ら

れ
て
い
る
。
従
っ
て
今
後
出
炭
が
目
標
を
下
廻
る
な
ら
ば
、
配
炭
計
画
は
著
し
き
組
踏
を
来
た

し
経
済
各
部
門
に
与
え
る
影
響
は
深
刻
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

其
他
の
重
製
工
業
生
産
状
況
に
付
見
る
に
、
化
学
肥
料
の
生
産
は
目
標
に
対
し
硫
安
七
十

七
%
、
石
灰
窒
素
六
十
六
町
均
に
止
ま
り
べ
食
糧
生
産
の
前
途
の
楽
観
し
難
き
も
の
を
感
ぜ
し
め

る
。
輸
出
品
の
大
宗
た
る
綿
糸
の
生
産
は
三
千
四
百
万
ポ
ン
ド
と
一一
一
月
に
比
し
百
九
十
万
ポ
シ

ド
の
増
加
を
示
し
、
昨
年
六
月
以
来
本
年
四
月
末
迄
に
輸
入
せ
ら
れ
た
米
綿
八
十
七
万
俵
中
既

に
五
十
万
五
千
俵
を
消
化
し
た
。
此
の
調
子
を
以
て
す
れ
ば
米
綿
手
持
は
五
月
に
輸
入
を
予
想

せ
ら
る
L

一
万
五
千
俵
を
加
え
て
も
三
十
λ
万
俵
を
余
す
の
み
で
あ
り
、
今
後
輸
入
が
継
続
せ

ざ
る
限
り
八
月
末
に
は
全
く
澗
渇
す
る
倶
れ
が
あ
る
。

終
戦
後
に
於
け
る
生
産
活
動
指
数
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月

三、

電
力

・
輪
送

電
力
部
門
に
対
す
る
配
炭
は
十
万
一
千
ト
ン
と
捌
当
十
二
万
一
千
ト
ン
に
対
し
一
万
ト
ン
の

不
足
を
示
し
た
る
の
み
な
ら
ず
、
地
区
に
よ
り
て
は
淵
肢
の
上
昇
が
遅
れ
た
る
為
め
出
水
監
は

例
年
に
比
し
九
州
三
割
減
、
四
国
二
割
械
を
示
し
た
。
か
く
て
発
電
量
の
増
加
は
予
期
に
反

し
、
此
の
結
果
一
般
家
庭
は
も
と
よ
り
石
炭
、
鉄
鋼
、
化
学
肥
料
等
の
生
産
に
も
悪
影
響
を
与

え
た
。国

鉄
に
対
す
る
配
炭
は
六
十
万
四
千
ト

γ
と
割
当
六
十
二
万
六
千
ト
ン
に
対
し
九
十
六
%
に

達
し
た
る
上
、
天
候
等
の
自
然
条
件
に
も
恵
ま
れ
た
る
為
め
、
貨
物
輸
送
は
目
標
額
九
百
一
一十

万
九
千
ト
ン
に
対
し
、
九
百
二
十
八
万
八
千
ト
ン
の
実
績
を
挙
げ
た
が
、

特
に
百
万
石
に
上
る

米
の
緊
急
輸
送
を
完
了
せ
る
事
実
は
特
記
す
る
に
州
す
為
。
な
お
旅
客
輸
送
は
束
梅
道
、
山
崎

両
幹
線
に
ニ
等
連
結
急
行
列
車
の
復
活
を
問
ん
た
る
こ
と
、
蛇
に
通
勤
用
ロ
ー
カ
ル
線
が
若
干
噌

発
せ
ら
れ
た
る
こ
と
に
よ
り
、
傑
か
・
乍
ら
明
る
き
た
党
え
る
が
、
累
税
せ
る
稲
々
の
悪
条
件
が

取
払
わ
れ
ぬ
限
り
交
通
地
獄
の
現
状
な
脱
却
す
る
耶
は
当
分
至
難
で
あ
る
う
。

海
上
輸
送
は
目
抑
制
八
十
六
万
二
千
ト
ン
に
対
し
災
蹴
八
十
万
二
千
ト
ン
に
述
し
三
月
に
比
し

若
干
の
増
加
を
来
た
し
た
が
、
現
在
の
保
有
船
舶
を
以
て
し
て
は
略
立
限
界
点
迄
近
づ
き
た
る

観
が
あ
り
、
外
国
船
の
借
用
な
き
限
り
は
到
底
附
上
輸
送
の
充
分
な
る
補
強
方
法
た
り
得
な
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一

迄

累

計

-
-

J
一

一

一

一

計

回

一
七
回
、
九

一
五
一
七
、
四
二
四
一
八
、
四
一
五
一
九、
三
八
六
一
九
二

δ
九一

央

制

一
七

4
、
五
八
三
一
七
、
一
-
一
九
七
一
七
、
五
六
七
一
九
、
凶
一二
三

九
、
二
八
八
一

千
班
)

回
、
食

禍

三
対
中
好
転
を
示
し
た
米
の
供
出
は
四
月
に
入
り
全
く
顕
打
状
態
を
虫
し
、
月
中
供
出
向
は

僅
か
百
十
八
万
石
に
過

F
ず
、
月
末
供
出
累
計
制
は
二
千
七
百
六
十
九
万
石
と
日
棋
・
割
に
対
し

九
十
八

・
七
銘
と
先
に
百
銘
に
述
せ
ず
、
当
初
四
月
末
日
迄
と
予
定
さ
れ
て
い
た
超
過
供
出
朋

限
も
五
月
末
日
迄
延
期
の
止
む
な
き
に
至
っ
た
。
然
し
乍
ら
一
部
滞
貨
と
化
し
つ
L
あ
っ
た
米

の
緊
急
輸
送
が
完
遂
さ
れ
た
ゐ
の
み
な
ら
ず
、
輸
入
食
糧
十
万
四
千
ト
ン
が
米
の
見
返
貯
蔵
を

史
せ
ず
放
出
が
許
可
せ
ら
れ
た
る
為
め
、
消
費
地
に
於
け
る
遅
配
は
一
応
緩
和
し
、
遅
配
累
計

M
数
は
東
京
都
二

・
一二
日
、
神
奈
川
県
六

・
四
日
と
短
縮
さ
れ
た
。
但
し
今
後
に
於
け
る
供
出

に
多
く
を
問
符
し
符
ぬ
と
す
れ
ば
、
麦
、
馬
鈴
轄
の
出
廻
る
七
月
迄
は
、
不
足
分
の
殆
ん
ど
す

べ
て
は
輸
入
食
加
に
依
存
す
る
以
外
に
方
法
な
く
、
主
食
需
給
の
前
途
は
附
抑
た
る
も
の
が
あ

る。
食
腕
に
闘
し
一
言
付
加
す
べ
き
は
樋
洋
捕
鯨
の
成
果
で
あ
る
。
即
ち
昨
年
七
月
連
合
軍
司
令

部
の
特
別
の
停
・
抵
に
よ
り

一
回
限
り
前
氷
洋
に
対
す
る
捕
鯨
船
の
出
漁
が
許
可
せ
ら
れ
、
ニ
船

印
よ
り
成
る
我
が
州
航
船
は
木
作
三
月
迄
に
千
百
七
十
五
加
に
巡
す
る
捕
狼
成
脳
会
挙
げ
た
。

右
の
跡
肉
二
万一
一
一
千
百
ト
ン
は
昨
年
中
の
食
肉
推
定
消
印
訟
の
約
四
側

一
分
に
相
当
す
る
計
算

で
あ
ゐ
か
ら
、
再
び
出
仰
が
貯
可
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
・当
高
ず
る
食
拙
危
機
打
開
に
寄
与
す
る
所

紗
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
ろ
う
。



食
糧
供
出
量

ヘ括
弧
内
数
字
は
供
出
割
当
量
二
千
八
J

/百
六
万
石
に
対
す
る
遂
行
率
を
示
す
¥

(
単
位

千
石
)

一昭
和
一

一

一

一
昭
和
一

一

一

一

三

十

二

十

月

一十
一
月
一十
二
月
三
十
二
一
二
月
一

一一一月

一
四
月

一

一年
九
月
一

一

一

-年
戸
川
「
ー
ー
ト
|
|ト
l
i
l
一

月
中
供
出
高
「
川
副

引

U
判

引

配

力

J
ム
回
、
一室
一
一、
一一宏九
一
回、交認
一
一二
八
九
一

↑

九
一九
一
岡、
穴八六
一人
、
ニ九回
一
}六、
=一六O
一-一
o、回六五了一一、八
一一回
一一一六五一
O
一毛
、六九九
一

則

北

側

一
(
切
る
一
(一三
〈
一
一切
5
7
乏

し

さ

一

(

九

七
十
九

乏

し

さ

一

年

月

五

、

貿

易

輸
入
は
食
糧
三
億
五
千
五
百
万
円
石
油
八
千
二
百
万
円
肥
料

一
億
三
千
二
百
万
円
綿
花
二
千

二
百
万
円
機
械
金
属
鉱
物
類
一
千
六
百
万
円
等
計
六
億

一
千
二
百
万
円
な
る
に
対
し
、
輸
出
は

綿
布
一
億
九
千
四
百
万
円
石
炭
ニ
千
三
百
万
円
坑
木
三
千
七
百
万
円
機
械
器
具
四
千
万
円
等
計

三
億
七
千
七
百
万
円
に
て
、
差
引
二
億
三
千
五
百
万
円
の
入
超
を
示
し
た
。

相
手
国
別
に
貿
易
の
内
訳
を
見
る
と
、
輸
入
に
付
て
は
米
国
が
総
額
の
八
十
八
%
を
占
め
て

い
る
が
、
輸
出
に
付
て
は
英
国
が
総
額
の
三
十
路
中
国
二
十
二
%
朝
鮮
十
入
忽
マ
ラ
イ
十
M

均
等

の
割
合
で
、
米
闘
は
僅
か
一
・
九
%
に
過
M
Uな
い
。
木
年
初
頭
以
来
輸
入
綿
花
を
原
料
と
す
る

綿
製
品
の
南
方
諸
国
英
領
各
地
に
対
す
る
輸
出
が
活
況
を
呈
し
て
い
る
こ
と
は
鹿
賀
す
べ
き
で

あ
る
が
、
反
面
輸
出
代
金
決
済
方
法
未
解
決
の
為
め
漸
次
米
都
輸
入
資
金
は
、
制
渇
し
つ
L

あ
り
、

之
を
政
任
す
る
に
於
て
は
柿
製
品
の
生
産
に
重
大
な
る
支
・
障
を
来
た
す
慎
あ
る
が
故
に
、
ド
ル

資
金
な
き
固
に
対
す
る
輸
出
代
り
金
の
ド
ル
貨
に
対
す
る
転
換
を
円
滑
な
ら
し
む
る
為
め
早
急

に
何
等
か
の
描
櫨
が
誹
ぜ
ら
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

次
に
貿
易
資
金
は
収
入
十
億
六
千
二
百
万
円
支
出
四
億
四
千
百
万
円
差
引
収
入
超
過
六
億
二

千
百
万
円
と
同
資
金
開
設
以
来
の
記
録
を
示
し
た
が
、
そ
の
理
由
は
主
食
需
給
過
迫
か
ら
大
量

の
輸
入
食
糧
が
放
出
せ
ら
れ
た
る
為
め
と
思
わ
れ
る
。

輸

出

入

品

目

別

内

訳
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百
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械
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四
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四
四
一
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二
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(単
位

|主主皇-I~
四

七
七
一

二
三
四
一

五
二一

一
一
一一

ムハ一一一一・六
八
二

一一ム八

一
一一一
一

三
五
五

百
万
円
)

月

一
合

計

一

一、引
コ
引0
0

一

四回
ニ
|凶、四
O
一一一

六三
一
υい
き
コ
一

六
、
財

政

財
政
の
対
民
間
収
支
は
収
入
二
百
三
十
五
億
円
支
出
二
百
四
十
一
億
円
差
引
六
億
円
の
支
出

超
過
を
示
し
た
。
燃
し
此
の
中
に
は
部
使
貯
金
収
支
等
を
含
む
預
金
部
関
係
資
金
の
支
出
超
過

十
五
億
円
が
含
ま
れ
て
い
る
故
、
之
を
差
引
け
ば
予
算
に
対
応
す
る
純
然
た
る
財
政
資
金
の
収

支
と
し
て
は
逆
に
九
億
円
の
収
入
超
過
と
な
る
。
支
出
に
付
て
は
二
十

て
二
十
二
両
年
度
の
関

係
を
反
映
し
て
俸
給
諸
費
二
十
九
億
円
補
助
及
奨
励
賞
十
八
億
円
鉄
道
特
別
会
計
赤
字
十
六
億

円
通
信
特
別
会
計
赤
字
五
億
円
と
補
助
及
爽
励
賞
を
除
く
各
項
目
共
前
月
に
比
し
大
幅
の
増
加

を
示
し
て
い
る
が
、
一

方
収
入
に
於
て
財
産
税
並
に
増
加
所
得
税
の
納
入
が
行
わ
れ
た
為
め
、

反
っ
て
差
引
収
入
超
過
合
示
し
た
。
但
し
財
産
税
納
入
の
為
め
の
資
金
需
要
に
よ
り
、
市
中
金

融
機
関
は
前
月
に
引
続
き
日
本
銀
行
よ
り
の
借
入
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
宿
り
、
又
倒
的即
金
の
米

四
一
七



日

本

銀

行

特

別

経

済

月

報

連
勘
定
と
し
て
は
十
六
億
円
の
財
政
支
出
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、

に
財
政
の
赤
字
は
相
当
巨
額
に
達
す
る
筈
で
あ
る
。

四
月
中
に
於
け
る
財
産
税
の
金
納
額
は
八
十
六
億
円
に
上
り
、
徴
収
開
始
以
来
四
月
末
迄
の

累
計
は
米
連
勘
定
を
も
加
え
百
五
十
四
億
円
に
達
し
、
当
初
の
金
納
予
定
額
に
比
し
七
十
一
億

円
の
増
加
を
来
た
し
て
い
る
。
然
し
乍
ら
折
角
徴
収
せ
ら
れ
た
財
産
説
も
当
初
の
目
的
た
る
図

的
償
却
に
充
当
の
余
裕
な
く
す
べ
て
財
政
赤
字
の
柿
棋
に
使
用
せ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
イ
ン
フ

レ
ー
シ
ョ
ン
防
止
飯
と
し
て
の
積
極
的
・
抵
務
は
も
は
や
認
め
ら
れ
な
い
。

次
に
増
加
所
得
税
は
予
算
計
上
倒
九
十
六
億
円
な
る
に
対
し
大
前
省
有
一
定
制
は
百
六
十
五
億

円
と
伝
え
ら
れ
た
が
、
実
際
の
徴
収
は
必
ず
し
も
楽
観
を
許
さ
ず
、
納
入
則
限
た
る
四
月
末

迄
の
納
入
額
は
二
十
三
億
円
見
当
に
止
っ
た
。
本
税
は
主
と
し
て
所
前
新
円
所
得
階
級
に
対
し

賦
課
せ
ら
れ
る
関
係
上
、
増
加
所
得
の
査
定
合
織
り
各
地
に
種
々
ト
ラ
ブ
ル
を
惹
起
し
て
い
る

が
、
現
在
の
徴
税
機
構
を
以
て
し
て
は
、
此
の
間
胞
を
妥
当
に
解
決
す
る
こ
と
は
務
し
く
困
難

で
あ
ろ
う
。

此
等
を
考
邸
す
れ
ば
実
質
的

尚
そ
の
性
府
以
上
前
掲
財
政
支
出
中
に
は
加
え
て
居
ら
な
い
が
、
抑
符
保
険
中
央
会
都
に
対
し

二
百
十
四
舷
円
に
上
る
保
険
補
償
が
四
月
二
十
五
日
全
制
受
付
公
的
に
よ
り
央
行
せ
ら
れ
た
る

こ
と
九
年
付
記
し
て
世
く
。

政
府
資
金
収
支
状
況

¥
幽
序
同
訓
「
政
府
資
金
J

/移
動
概
況
」
に

よ

る

¥

百
万
円
)
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1

一
昭
和
二
十
二
附
和
二
十

)

J
一
年
度
中
累
計
一
二
年
四
月

-

一
六
、
を
一
七
一
九
七
、
六
七
八
一
二
耳
、
凶
七
明

-一。、
雲
δ
一
一
吾
、問問六
一

語

、O
おれ
…

H
E「凶
O
墨
付
沼
町宍
夫
八一

村

民生一

品
一
八
二
一
品
六
、
六
-
三
品
一
、
凶
六
九
ん

ロ
一
二
三
一
一
定
一
忠
一
八
七
ふ

{
沿
)
従
来
木
抑
制
告
に
於
て
は
預
金
筋
肉
係
資
金
収
支
を
除
い
た
純
然
た
る
財
政
資
会
収
支
に
つ
い
て
考
黙
し
た
が
、

原
資
料
た
る
日
本
銀
行
間
出
陣
応
飼
『
政
府
出
品
企
移
動
概
況
』
の
例
鍬
よ
り
税
金
制
関
係
資
企
を
正
附
に
分
別
す
る

こ
と
は
仙
眠
術
的
に
非
叙
に
附
蜂
で
あ
り
、
帥
刊
に
知
期
間
に
つ
い
て
見
る
と
き
は
収
文
の
時
則
的
ず
れ
が
大
き
い
の

月

ト) (→ - I言語

22一室-ziE

ヘ
六
八
凶

}、
。九官。

村
一
、
附O
穴一

4 

内
広

3
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(一)

七
五
五

四

一
八

で
、
今
後
は
二
め
こ
の
資
金
を
含
め
た
政
府
資
命
全
体
の
収
支
を
鮎
げ
、
別
に
白
押
便
貯
A
W一収
支
切
に
よ
り
波
A
M
郎

関
係
資
金
収
支
尻
を
推
定
し
て
こ
れ
を
加
減
す
る
ζ

と
と
し
た
。

事
業
会
計
支
出
超
過
状
況

(
単
位

百
万
円
)

一
週

自
附
和
-
-卜
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1
1
11b

一昭
和
二
十

竺

附
和
二
十
一

巨
匠

h
h
h・一

戸

|
川

医

院

医

再

開

一

計

一
-
、
一一一一

一九
一

六
八
二一

一
二

δ
一二一

七
、
九
九
七
一一

、
五
六
二
一

計

一

二

五

三

O
七
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一

間

ニ

一、

O
九
九
一

問
六
一一一一
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月
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四
月
中
は
財
政
収
支
が
九
億
円
の
品
・
24
に
迷
し
た
る
為
め
、
大
路
省
証
券
の
先
行
は
行
わ
れ

ず
百
三
十
億
円
に
上
る
大
蔵
省
証
券
の
償
還
の
み
が
実
行
さ
れ
た
。
有
償
退
資
金
は
財
政
黒
字

九
億
円
の
外
は
日
本
娘
行
よ
り
の
借
入
金
五
十
六
億
円
預
金
部
手
持
公
偵
売
却
九
億
円、

政
府

当
座
預
金
引
出
六
十
二
他
門
に
よ
り
調
達
さ
れ
た
。
尚
別
に
五
十
四
億
円
に
上
る
国
債
が
日
本

銀
行
引
受
に
よ
り
発
行
ぜ
ら
れ
た
が
、
代
金
は
随
ち
に
臨
時
軍
事
問
借
入
金
の
返
済
に
充
当
さ

れ
た
関
係
で
銀
行
券
の
哨
減
に
は
全
然
防
W
Wが
な
か
っ
た
。

一
舵
山
中
諜
資
金
の
開
裂
は
、
各
企
業
殊
に
生
政
財
生
産
部
門
松
岡
鉱
算
合
わ
ざ
る
為
め
治
大
な

る
金
制
に
述
し
て
い
る
が
、
市
中
金
融
機
関
の
貸
出
の
哨
勢
は
鈍
化
し
、
八
大
般
行
新
勘
定
貸

出
増
加
傾
の
如
き
は
凹
月
中
僅
か
十
億
円
と
一
一
一
月
中
の
十
四
億
円
、
ご
月
中
の
ご
一
十
七
億
円
に

比
し
著
し
い
伴
滞
を
示
し
た
。
然
し
此
の
現
象
は
三
月

-
日
よ
り
実
行
の
迎
び
と
な
っ
た
融
資

規
制
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
後
述
の
如
き
第
一

一封
鎖
預
金
の
若
誠
に
よ
り
融
資
限
度
に
余
補
あ

る
も
貸
出
会
犯
行
し
仰
な
か
っ
た
鮎
県
と
み
ら
れ
る
。

か
く
て
一
般
市
中
金
・
融
機
附
よ
り
締
め
出
さ
れ
た
命
説
は
謎
々
一復
興
金
融
合
・仰
に
対
す
る
依

存
肢
を
明
大
し
、
之
を
反
映
し
て
四
月
中
の
同
金
印
貸
出
は
十
七
総
門
を
増
加
し
月
末
残
高
は

七
十
七
松
刊
に
述
し
た
。
そ
の
内
訳
は
設
備
資
金
三
十
三
億
円
に
対
し
運
転
資
金
は
四
十
四
他

門
に
上
り
、
川
知
も
後
者
の
大
部
分
は
赤
字
金
融
と
認
め
ら
れ
る
。
尚
四
月
中
に
於
け
る
復
興
金

融
的
券
の
発
行
は
十
五
億
円
で
あ
る
が
、
市
中
に
て
消
化
せ
ら
れ
た
分
は
僅
か
一
億
円
残
額
は

す
べ
て
日
本
銀
行
に
よ
り
引
受
け
ら
れ
、
相
変
ら
ず
復
興
金
融
の
為
め
イ
ン
フ
レ

ー
シ
ョ
ン
進

行
に
辿
耶
が
か
け
ら
れ
つ
L

あ
る
状
況
で
あ
る
。

約
一
一
封
制
.mmAM
は
巨
何
酬
の
財
産
税
刷
加
一山
料
税
休
刊
の
納
入
資
源
と
し
て
充
当
さ
れ
た
関
係
上

七
、
金
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本

行

白石

銀

手全

発

'ー
イ7

回
二

O

八
、
通

貨

凹
月
中
に
於
け
る
日
本
銀
行
券
の
増
発
高
は
六
十
六
億
円
、
月
末
発
行
高
は

一
千
二
百
二
十

三
億
円
に
達
し
た
。

一一一月
中
の
増
発
高
百
ご
億
円
に
比
す
れ
ば
相
当
の
停
滞
傾
向
が
認
め
ら
れ

る
が
、
生
-M
胞
の
縮
小
を
考
慮
に
容
れ
る
な
ら
ば
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
進
展
の
基
艇
は
依
然
と

し
て
服
組
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
増
発
の
原
因
企
主
と
し
て
日
本
銀
行
肋
・
起
に
依
拠
し
て
分
析
す

る
に
、

政
府
関
係
国
十
他
川
、

民
間
関
係
二
十
六
低
円
と
舵
ん
必
せ
ら
れ
る
。

財
政
が

一
応
貼
字

な
る
に
も
拘
ら
ず
、
政
府
関
係
が
相
当
巨
制
に
述
し
て
い
る
の
は
、
既
述
の
如
く
米
連
勘
定
を

考
慮
に
容
れ
た
る
上
に
、
財
産
税
納
入
資
金
の
為
の
貸
出
二
十
五
億
円
を
災
質
上
政
府
に
対
す

る
信
川
供
与
と
み
な
し
之
に
加
算
せ
る
結
果
で
あ
る
。
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月

京 I:p

i強制

九
、
物

価

公
定
価
格
に
準
拠
し
作
成
せ
ら
れ
た
日
本
銀
行
訓
東
京
卸
売
物
価
指
数
並
に
東
京
小
売
物
価

指
数
は
三
月
に
比
し
夫
々
二
十
二
銘
九

・
四
%
の
脂
質
を
示
し
た
。
此
の
脂
質
率
は
三
月
乃
至

二
月
の
そ
れ
に
比
し
悲
し
く
高
い
が
、
之
は
明
く
行
わ
れ
な
か
っ
た
公
定
州
柏
村
改
定
が
細
々
的

乍
ら
行
わ
れ
始
め
た
結
集
で
あ
ろ
う
。
次
に
同
じ
く
日
本
銀
行
制
束
京
突
際
物
価
指
数
は
三
月

に
比
し
生
渡
財
十

一
・
一
銘
柄
資
財
十
二

・
五
%
の
各
腕
貨
を
示
し
た
。
生
産
財
に
於
て
は
燥

機
具
、
鋼
材
、
電
動
機
、
苛
性
四
述
、
吏
紙
、
消
蹴
財
に
於
て
は
石
鹸
、
パ
タ
i
、
日
本
柄
、

足
袋
、
下
駄
都
の
勝
賞
が
目
立
っ
て
い
る
。

賃
銀
水
準
に
付
て
は
物
価
指
数
に
匹
敵
す
る
程
の
綜
合
的
な
指
標
は
存
し
な
い
が
、
内
問
統

計
局
調
査
に
係
る
全
国
瓦
斯
、
電
気
、
水
道
、
工
業
、
交
通
業
、
商
業
の
男
子
労
務
者
の

一
人

一
カ
月
平
均
定
期
的
給
与
は
、
一
月
九
百
二
十
四
円
な
り
し
も
の
が
、
一
二
月
に
は
一
千
百
五
十

円
に
勝
賞
し
て
お
り
、
之
に
定
期
的
給
与
以
外
の
分
を
加
算
す
れ
ば
、
更
に
勝
山
A
w
m
を
高
ま
る

も
の
と
予
想
せ
ら
れ
る
。
官
公
庁
臓
員
の
棋
準
給
与
も
二
月
の

一
千
百
円
よ
り
四
月

一
千
二
百

一一一
十
円
に
引
よ
げ
が
行
わ
れ
た。

永
ら
く
低
迷
・
在
統
け
て
き
た
株
価
は
三
月
中
何
以
来
百
貨
賠
興
業
等
経
済
再
処
に
直
接
関
係

な
き
事
業
の
株
式
を
中
心
・と
し
て
、
俄
然
強
制
を
思
し
始
め
た
が
、
四
月
に
入
り
愈
々
一
強
調
を

示
し
、
鵬
抽
出
は
食
品
、

水
産
、
電
力
、
化
牢
肥
料
、
機
械
、

電
鉄
株
等
全
面
的
に
波
及
す
る
に

主
っ
た
。
そ
の
主
た
る
明
山
は
間
取
締
強
化
に
よ
り
所

-m新
円
所
斜
階
級
が
換
物
に
代
え
株
式

に
賀
気
を
集
中
せ
る
併
に
求
め
ら
れ
る
が
、
昂
騰
し
つ
L
あ
る
物
価
に
対
す
あ
鞘
得
の
意
味
も

相
当
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る。

災
際
物
川
川
に
閥
し
住
目
す
べ
き
現
象
は
京
京
地
区
に
比
し
い
精
し
く
高
単
の
胸
貨
を
示
し
て
き

た
関
西
地
区
に
於
て
小
売
商
人
の
自
発
意
志
に
基
く
物
価
引
下
げ
辿
動
が
四
月
下
何
よ
り
大
h

的
に
開
始
せ
ら
れ
、
漸
次
企
図
的
運
動
と
化
し
つ
L
あ
る
事
実
で
あ
る
。
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
基
因
た
る
生
産
の
停
滞
と
通
貨
の
噌
発
が
改
ま
ら
ざ
る
限
り
、
此
の
如
き
迎
動
の
効
果
に
は

問
づ
と
限
界
が
存
ナ
ゐ
こ
と
は
云
う
迄
も
な
く
、
又
迎
動
の
動
機
に
は
間
取
締
の
緩
和
を
企
図

す
る
等
稲
々
不
純
な
も
の
も
認
め
ら
れ
な
い
で
は
な
い
が
、

従
ら
に
此
の
迎
動
を
軽
視
す
る
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十
、
物
価
蕗
に
賃
銀
の
安
定
方
策
樹
立
の
必
要

さ
せ
る
努
力
を
為
す
べ
き
で
あ
る
う
。
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四
月
二
日
の
対
日
迎
撃
会
に
於
て
は
聯
合
邪
司
令
部
よ
り
賃
銀
物
航
関
係
の
安
定
と
題
す
る

詳
細
な
資
料
が
提
出
さ
れ
、
外
国
代
表
の
問
に
話
機
な
論
議
が
交
娩
せ
ら
れ
た
が
、
右
資
料
の

指
摘
せ
る
如
く
今
日
程
物
価
と
賃
銀
の
安
定
の
必
要
が
痛
感
さ
れ
る
時
は
な
い
。
現
行
公
定
価

格
の
休
系
は
混
乱
そ
の
樹
に
迷
し
、
政
府
の
特
別
会
計
を
首
め
と
し
て
.名
企
業
共
著
し
い
豚

怖
抑
制
れ
の
状
態
を
忌
し
づ
L
あ
る
と
共
に
、
勤
労
者
の
生
計
資
巾
に
於
け
る
間
依
存
肢
は
漸
哨

の
傾
向
を
示
し
、
到
底
現
在
程
度
の
賃
銀
水
準
で
は
最
低
ル
生
活
を
も
維
持
し
得
な
.ぃ
。
か
く
て

一
面
各
企
業
が
ペ
イ
す
る
に
足
る
だ
け
大
師
の
公
定
価
格
の
引
上
が
要
請
せ
ら
れ
る
と
共
に
、

他
面
賃
銀
引
上
の
要
求
も
強
烈
と
な
り
つ
L
あ
る
。
惟
う
に
此
の
如
き
芳
脂
せ
る
こ
つ
の
目
安
鞘

を
同
時
に
満
足
せ
し
む
る
途
は
労
働
の
生
・
極
力
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
物
価
の
引
上
率
を
賃
飢

の
そ
れ
以
下
に
て
脆
い
と
め
る
か
、

生
計
蹴
中
の
間
依
存
度
を
低
め
る
こ
と
に
よ
り
貨
鰍
の
引

上
本
を
物
価
の
そ
れ
以
下
に
て
位
い
と
め
る
か
の
何
れ
か
で
あ
る
が
、
現
在
に
於
け
る
労
働
院

産
力
の
低
下
は
労
働
意
慾
の
低
下
に
加
う
る
に
生
産
施
設
の
朽
廃
に
基
因
し
て
い
る
か
ら
、
到

日

本

飢

行
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凶
早
急
に
之
を
向
上
せ
し
め
る
こ
と
は
悶
維
と
考
え
ら
れ
る
。
か
く
で
残
き
れ
た
唯

一
の
方
途

は
関
取
引
の
徹
底
的
取
締
り
配
給
統
制
の
強
化
に
よ
り
生
計
賀
の
閥
依
存
度
を
縮
小
せ
し
む
る

事
以
外
に
は
存
し
な
い
こ
止
と
な
る
.
か
、
主
食
の
囲
内
生
産
量
に
絶
対
的
な
限
度
あ
る
今
日
果

し
て
日
本
政
府
の
独
力
を
以
て
実
行
可
能
な
り
や
否
や
、
問
題
の
重
大
性
に
鑑
み
慎
重
な
る
投

討
を
必
袈
と
す
る
。
も
し
此
の
点
を
徹
底
的
に
究
明
し
有
効
な
る
方
策
を
講
ず
る
と
と
な
く
、

生
計
貨
の
附
依
存
肢
を
現
状
の
ま
L
放
任
し
つ
L
公
定
価
指
の
大
幅
引
上
を
行
う
な
ら
ば
、
賃

銀
水
準
も
大
幅
に
鵬
宜
し
物
価
と
賃
銀
の
思
循
環
は
と
め
ど
も
な
く
継
続
し
J

イ
ン
フ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
停
止
せ
し
め
る
と
と
は
極
め
て
困
難
と
な
ろ
う
。

四
二
-


